


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【写真 2 】黒人部隊所属を表す rU.S .cT J が刻まれた墓標
領
に
は
、
連
邦
の
維
持
と
い
う
当
初
の
戦
争
目
的
に
、
奴
隷
解
放
と
い
う
人
道
的
目
的
が
付
加
さ
れ
、
英
仏
の
戦
争
介
入
阻
止
、
議
会
の
全
面
的
支
持
な
ど
を
調
達
し
、
奴
隷
解
放
を
南
部
連
合
国
に
限
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
境
界
諸
州
を
団
結
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
六
三
年
一
月
一
日
に
奴
隷
解
放
が
実
施
さ
れ
る
と
、
三
月
一
三
目
黒
人
志
願
兵
の
受
け
入
れ
が
、
大
統
領
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
シ
ャ
l
マ
ン
将
軍
や
他
の
北
軍
の
軍
人
た
ち
は
皆
真
っ
向
か
ら
反
対
し
て
い
た
。
黒
人
を
白
人
と
戦
と
い
う
の
で
あ
る
。
わ
せ
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
、
黒
人
だ
け
の
聯
隊
が
組
織
さ
れ
た
が
そ
れ
は
差
別
的
な
も
の
だ
っ
た
。
給
料
-
装
備
・
軍
事
裁
判
で
差
別
さ
れ
、
作
戦
で
も
白
人
部
隊
に
先
駆
け
て
、
突
撃
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
黒
人
部
隊
は
数
多
く
の
場
面
で
傑
出
し
た
働
き
を
し
、
一
八
六
五
年
ま
で
に
黒
人
兵
は
北
軍
兵
士
全
体
の
約
五
分
の
一
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
争
終
了
時
ま
で
に
連
邦
軍
(
北
軍
)
に
加
わ
っ
た
黒
人
兵
士
は
、
約
一
八
万
六
O
O
O人
(
い
ず
れ
も
概
数
だ
が
、
北
部
自
由
州
か
ら
五
万
三
O
O
O人
、
境
界
州
か
ら
四
万
人
、
そ
の
他
の
奴
隷
州
か
で
、
「
そ
の
う
ち
、
約
三
万
八
O
O
O人
が
戦
死
L
し、
ら
九
万
三
O
O
O人
)
そ
の
戦
死
率
は
「
白
人
兵
に
く
ら
べ
四
O
%以
上
も
高
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」
。
ア
l
リ
ン
ト
ン
が
一
八
六
四
年
に
最
初
に
設
立
さ
れ
た
時
、
埋
葬
は
、
そ
の
時
点
で
の
軍
隊
の
組
織
に
反
映
し
て
、
人
種
と
階
級
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
埋
葬
地
区
は
、
士
官
と
下
士
官
兵
の
間
で
、
ま
た
白
人
軍
人
と
黒
人
軍
人
の
間
で
区
分
さ
れ
た
。
黒
人
兵
は
、
初
め
合
州
国
黒
人
部
隊
巴
包
括
己
ω片
山
吉
田
叶
円
。
。
宮
の
構
成
員
で
、
二
三
区
と
二
七
区
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
打。-。コ山内凶
れ
ら
の
地
区
の
墓
石
の
多
く
は
、
「
巴
・
ω-n・
叶
」
と
い
う
名
称
を
つ
け
て
い
る
。
黒
人
市
民
は
、
二
七
区
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
八
年
分
離
部
隊
廃
止
と
い
う
米
国
軍
隊
の
方
針
に
従
っ
て
、
人
種
に
よ
る
埋
葬
区
別
は
ま
た
ア
1
リ
ン
ト
ン
で
は
な
く
な
っ
た
。
ア
l
リ
ン
ト
ン
は
、
身
元
不
明
や
地
味
な
経
歴
の
兵
士
の
た
め
の
墓
地
と
し
て
主
に
始
ま
っ
た
が
、
南
北
戦
争
後
ま
も
な
く
ま
す
ま
す
多
く
の
士
宮
が
ア
l
リ
ン
ト
ン
へ
の
埋
葬
を
要
求
し
始
め
、
墓
地
の
威
信
を
増
大
さ
せ
た
。
ア
l
リ
ン
ト
ン
の
埋
葬
の
名
誉
が
増
す
に
連
れ
て
、
墓
地
内
に
最
も
卓
越
し
た
墓
域
を
確
保
す
る
た
め
に
競
争
が
進
ん
だ
。
こ
れ
は
、
事
実
上
士
官
と
下
文
学
部
論
集
第
九
十
号
(
二
O
O六
年
三
月
)
士
官
兵
と
の
分
離
に
導
い
た
。
一
九
四
七
年
に
墓
石
に
関
す
る
規
則
の
変
更
と
同
時
に
、
士
官
と
下
士
官
兵
の
分
離
の
聞
の
全
て
の
区
別
は
除
去
さ
れ
た
。
(三
O
五
頁
)
第
二
章
戦
没
者
墓
地
の
展
開
第
一
節
南
北
戦
争
後
の
変
化
南
北
戦
争
後
、
ア
l
リ
ン
ト
ン
墓
地
の
威
信
を
高
め
る
要
素
が
三
つ
あ
っ
た
。
第
一
は
戦
死
者
の
象
徴
的
埋
葬
で
あ
る
。
南
北
戦
争
の
戦
死
者
の
う
ち
一
万
六
0
0
0人
が
ア
i
リ
ン
ト
ン
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
戦
死
者
埋
葬
は
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
死
者
の
埋
葬
地
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
、
過
去
の
戦
死
者
ま
で
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
持
ち
込
ま
れ
、
再
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
E
・
ピ
1
タ
l
は
、
こ
れ
を
「
全
て
の
戦
争
か
ら
の
兵
士
た
ち
」
と
名
づ
け
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
(三
O
二
頁
)
。
【
全
て
の
戦
争
か
ら
の
兵
士
た
ち
】
ア
1
リ
ン
ト
ン
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
全
戦
争
の
歴
戦
の
勇
士
た
ち
2
Z
E
E
で
、
数
あ
る
閏
立
墓
地
の
中
で
ア
l
リ
ン
ト
ン
を
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
ァ
l
リ
ン
ト
ン
は
、
一
八
六
四
年
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
独
立
戦
争
岳
。
H
N
0
4
1
0
z
t
。
ロ
や
一
八
一
一
一
年
の
(
英
国
と
の
)
戦
争
の
歴
戦
の
勇
士
た
ち
4
2巾
E
E
は
、
こ
こ
に
再
埋
葬
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
名
誉
あ
る
戦
死
者
の
中
に
は
四
七
二
五
人
の
無
名
戦
士
が
お
り
、
か
れ
ら
の
殆
ど
は
南
北
戦
争
中
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
ア
l
リ
ン
ト
ン
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
四
O
人
以
上
の
外
国
籍
の
人
が
い
て
、
亡
命
し
た
ポ
七
ア
l
リ
ン
ト
ン
「
国
立
墓
地
」
の
位
置
(
原
田
敬
二
ー
ラ
ン
ド
大
統
領
イ
グ
ナ
ス
・
パ
デ
レ
ア
ス
キ
ー
と
第
二
次
世
界
大
戦
の
ド
イ
ツ
人
捕
虜
ア
ン
ト
ン
・
ヒ
ル
ベ
ラ
ス
(日
C
区
画
、
3
4
7
1
1
区
、
碁
盤
目
H
お
)
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
ア
l
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
死
が
公
的
に
確
か
め
ら
れ
た
が
遺
体
が
依
然
と
し
て
取
り
戻
さ
れ
て
い
な
い
5
2〈
旬
兵
士
∞
q
i
B
宮
3
8ロ
包
の
追
悼
に
も
捧
げ
ら
れ
て
い
る
墓
域
で
あ
る
。
合
州
国
が
戦
っ
た
全
て
の
戦
争
の
戦
死
者
を
象
徴
的
に
ア
l
リ
ン
ト
ン
に
埋
葬
す
る
、
と
い
う
意
識
が
根
底
に
あ
り
、
こ
う
し
た
措
置
が
次
々
と
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
点
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
的
儀
式
で
あ
り
、
そ
の
焦
点
は
戦
没
者
記
念
日
で
あ
る
。
北
部
諸
州
に
お
い
て
は
、
南
北
戦
争
の
戦
没
者
記
念
日
を
五
月
三
O
日
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
l
リ
ン
ト
ン
墓
地
の
名
誉
あ
る
地
位
に
貢
献
し
た
の
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
に
非
常
に
近
い
と
い
う
理
由
か
ら
こ
こ
で
行
わ
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
で
あ
る
。
早
く
も
一
八
六
八
年
に
は
、
最
初
の
「
追
悼
の
日
zo目
。
江
巳
ロ
ミ
」
行
事
が
行
わ
れ
る
。
復
員
団
体
「
共
和
国
大
陸
軍
」
司
令
官
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
A
・ロ
l
ガ
ン
将
軍
は
、
寸
私
た
ち
の
国
を
守
っ
て
亡
く
な
っ
た
仲
間
」
を
記
憶
す
る
5
5
0
5
σ
q
追
悼
行
事
の
た
め
の
日
と
し
て
五
月
三
O
日
を
指
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
日
に
ア
1
リ
ン
ト
ン
で
最
初
の
行
事
が
行
わ
れ
た
。
当
初
さ
さ
や
か
に
行
わ
れ
た
追
悼
の
日
行
事
は
、
数
千
人
が
墓
を
飾
る
た
め
に
墓
地
を
め
ぐ
り
、
古
代
円
形
劇
場
S
o
o
-仏
〉
5
・
芸
5
5
E
Z
で
国
家
の
最
も
偉
大
な
話
し
手
(
上
院
議
長
な
ど
)
の
感
動
的
な
演
説
に
耳
を
領
け
る
と
い
う
、
立
派
な
終
日
儀
式
に
発
展
し
た
。
こ
の
習
慣
は
、
今
日
で
も
数
千
の
ア
メ
リ
カ
人
が
毎
年
「
追
悼
の
日
L
に
ア
l
リ
ン
ト
ン
を
訪
れ
る
こ
と
と
し
て
続
い
て
い
る
。
(
三
八
頁
)
/¥ 
ロ
白
山
、
」
と
も
言
わ
れ
、
こ
の
日
は
お
墓
に
献
花
し
て
飾
る
の
で
「
U
2。
日
位
。
ロ
一
八
六
八
年
法
定
休
日
に
な
っ
た
。
北
部
諸
州
は
五
月
三
O
日
に
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
南
部
諸
州
で
は
、
四
月
二
六
日
の
ア
ラ
パ
マ
、
フ
ロ
リ
ダ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
、
五
月
一
O
日
の
南
北
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
六
月
三
日
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、
と
分
か
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
合
州
国
で
あ
る
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
、
さ
ま
ざ
ま
な
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
各
聯
隊
や
部
隊
、
戦
争
の
記
念
碑
な
ど
が
次
々
と
計
画
さ
れ
、
ア
l
リ
ン
ト
ン
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
大
き
な
も
の
は
ア
l
リ
ン
ト
ン
墓
地
の
埋
葬
区
画
に
は
無
理
で
、
有
第
三
点
は
、
名
な
「
硫
黄
島
記
念
碑
」
は
墓
地
外
に
建
て
ら
れ
た
。
第
二
節
国
民
的
和
解
の
精
神
と
南
部
連
合
記
念
碑
建
立
(
l
)
「
南
部
再
建
」
と
米
西
戦
争
ア
1
リ
ン
ト
ン
墓
地
は
、
南
北
戦
争
の
北
軍
戦
死
者
の
墓
地
と
し
て
出
発
し
、
し
か
も
前
述
し
た
よ
う
に
南
部
連
合
の
指
導
者
リ
l
将
軍
の
屋
敷
と
土
地
を
接
収
し
て
設
置
し
た
も
の
だ
か
ら
、
北
部
連
邦
と
そ
れ
を
継
承
す
る
ア
メ
リ
カ
合
州
国
に
偏
し
た
追
悼
の
場
と
し
て
い
く
ら
か
は
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
〉
つ
疑
い
も
あ
り
得
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ア
1
リ
ン
ト
ン
国
立
墓
地
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
紹
介
し
た
古
川
勝
久
氏
は
、
北
軍
ミ
1
ジ
ス
将
軍
が
自
ら
の
仇
と
憎
む
南
軍
リ
l
将
軍
か
ら
そ
の
土
地
を
奪
い
取
ろ
う
と
い
う
目
論
見
こ
そ
、
今
日
の
ア
l
リ
ン
ト
ン
国
立
墓
地
誕
生
の
契
機
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
南
北
戦
争
時
に
お
げ
る
南
北
聞
の
血
塗
ら
ア
1
リ
ン
ト
ン
国
立
墓
地
の
原
点
に
あ
る
。
れ
た
敵
対
心
と
憎
し
み
こ
そ
が
、
と
「
南
北
聞
の
血
塗
ら
れ
た
敵
対
心
と
憎
し
み
」
を
繰
り
返
し
て
強
調
し
て
い
る
。
は
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
検
討
し
て
み
よ
う
。
南
北
戦
争
後
の
合
州
国
の
問
題
は
、
連
邦
再
統
一
と
戦
乱
で
破
壊
さ
れ
た
「
南
部
再
建
」
で
あ
っ
た
。
主
な
戦
場
と
化
し
た
南
部
は
目
を
覆
い
た
く
な
る
ひ
ど
い
荒
廃
で
、
焼
か
れ
た
家
屋
、
荒
野
に
帰
し
た
農
地
、
破
壊
さ
れ
た
鉄
道
や
道
路
と
い
う
有
様
で
、
民
衆
は
ど
こ
で
も
窮
乏
に
苦
し
ん
で
い
た
。
特
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
や
南
北
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
は
破
壊
が
徹
底
し
て
い
て
、
シ
ャ
1
マ
ン
将
軍
率
い
る
北
軍
が
通
過
し
た
所
は
三
0
年
間
草
木
も
生
え
な
い
だ
ろ
う
、
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
「
南
部
人
は
文
字
通
り
の
廃
櫨
の
中
か
ら
再
建
に
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
。
一
八
七
六
年
大
統
領
選
挙
の
混
乱
後
、
い
わ
ゆ
る
「
一
八
七
七
年
の
妥
協
」
が
実
施
に
移
さ
れ
る
。
共
和
党
大
統
領
候
補
へ
イ
ズ
の
当
選
確
認
、
連
邦
占
領
軍
の
南
部
撤
退
、
南
部
へ
の
連
邦
資
金
の
投
下
、
南
部
人
の
閣
僚
採
用
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
て
い
わ
ゆ
る
寸
南
部
再
建
」
期
は
終
わ
る
。
し
か
し
、
南
部
と
北
部
の
対
立
感
情
は
そ
う
簡
単
に
消
え
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
ア
l
リ
ン
ト
ン
墓
地
に
は
、
当
初
か
ら
少
数
で
は
あ
る
が
、
南
軍
兵
士
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
争
後
の
数
年
間
は
北
部
と
南
部
の
敵
意
の
あ
る
感
情
が
残
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
南
軍
兵
士
の
墓
も
北
軍
の
墓
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
南
軍
兵
士
の
家
族
た
ち
も
、
彼
ら
の
墓
を
装
う
許
可
を
拒
ま
れ
た
り
、
極
端
な
場
合
に
は
墓
地
へ
の
入
場
す
ら
拒
否
さ
れ
る
と
い
う
南
北
対
立
の
残
存
す
る
状
態
が
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
対
立
感
情
は
、
ゆ
っ
く
り
と
時
聞
を
か
け
て
し
か
消
え
去
ら
な
か
っ
た
。
マ
ッ
キ
ン
レ
イ
大
統
領
が
、
国
民
に
は
情
報
閉
鎖
を
し
た
ま
ま
、
キ
ュ
ー
バ
を
ス
ペ
イ
ン
支
配
か
ら
解
放
す
る
た
め
と
い
う
大
義
名
分
の
下
に
戦
争
を
始
め
、
「
愛
他
的
、
道
義
的
戦
争
」
と
し
て
合
次
に
、
一
八
九
八
年
の
米
西
戦
争
が
あ
る
。
文
学
部
論
集
第
九
十
号
(
二
O
O六
年
三
月
)
州
国
国
民
の
支
持
を
得
、
勝
利
す
る
。
こ
の
戦
争
の
勃
発
は
J
問。
E
σ
B
B
Z司
同
町
巾
冨
ω山口巾一
g
v
o己
主
任
ω℃
白
山
口
一
ョ
(
メ
イ
ン
号
を
忘
れ
る
な
、
ス
ペ
イ
ン
を
地
獄
へ
)
を
流
布
さ
せ
る
な
ど
扇
情
的
新
聞
苫
-Z当
官
官
司
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
言
う
が
、
確
か
に
南
北
戦
争
後
の
合
州
国
国
民
は
、
米
西
戦
争
に
熱
中
し
た
。
こ
の
戦
争
で
、
多
数
の
南
部
連
合
軍
の
元
軍
人
た
ち
が
従
軍
を
志
願
し
、
合
州
国
の
共
同
防
衛
を
掲
げ
て
、
い
く
つ
か
の
戦
場
で
北
部
人
と
共
に
戦
っ
た
。
多
く
の
歴
史
家
は
、
北
部
人
と
南
部
人
を
つ
い
に
一
つ
に
ま
と
め
た
の
は
、
米
西
戦
争
中
の
戦
争
へ
の
国
民
的
衝
動
だ
っ
た
と
信
じ
て
い
る
。
米
西
戦
争
後
、
ア
メ
リ
カ
植
民
女
性
国
民
協
会
F
O
Z巳
Z
E
-
ω
2
-
o
q
。円仲町
σ
n
c
Z
E丘
一
口
ω
5
0印
。
同
〉
日
巾
江
g
は
、
陸
軍
主
計
総
監
に
対
し
、
ア
1
リ
ン
ト
ン
国
立
墓
地
に
米
西
戦
争
の
記
念
碑
を
据
え
る
よ
う
請
願
し
た
。
そ
れ
は
、
南
北
戦
争
以
来
の
戦
闘
で
一
緒
に
戦
っ
た
、
南
部
北
部
を
問
わ
ず
、
全
て
の
ア
メ
リ
カ
軍
人
に
対
す
る
最
初
の
記
念
碑
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。
(
二
七
六
頁
)
女
性
協
会
の
請
願
は
意
外
に
早
く
許
可
を
得
て
、
西
戦
争
に
参
加
し
た
最
も
有
名
な
復
員
軍
人
で
あ
る
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
よ
り
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
セ
オ
ド
ア
・
ル
l
ズ
ベ
ル
ト
海
軍
少
佐
は
、
米
西
戦
争
で
「
荒
馬
乗
り
聯
隊
」
を
率
い
て
キ
ュ
ー
バ
に
攻
め
入
り
、
劇
的
な
戦
闘
で
民
衆
の
喝
采
を
浴
び
、
英
雄
と
な
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
に
転
じ
、
政
治
家
の
道
を
歩
ん
で
い
た
。
一
九
O
二
年
五
月
一
一
一
日
米
記
念
碑
は
、
パ
レ
回
ω
q
o
産
花
嗣
岩
で
出
来
た
コ
リ
ン
ト
式
円
柱
で
、
高
さ
は
約
一
五
フ
ィ
ー
ト
(
四
・
五
一
日
川
)
で
あ
る
。
円
柱
の
て
っ
ぺ
ん
に
は
、
ブ
ロ
ン
ズ
の
鷲
が
乗
っ
た
ク
イ
ン
シ
l
p巳
ロ
ミ
産
花
闘
岩
で
出
来
た
球
が
九
ア
l
リ
ン
ト
ン
「
国
立
墓
地
」
の
位
置
(
原
田
敬
二
あ
る
。
記
念
碑
の
台
座
後
側
に
く
っ
つ
け
ら
れ
た
銘
板
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
で
命
を
捧
げ
た
合
州
国
兵
士
と
水
兵
を
讃
え
る
碑
文
が
あ
る
。
記
念
碑
の
後
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
の
上
に
据
え
ら
れ
た
四
門
の
大
砲
が
あ
る
。
内
側
の
二
門
は
戦
争
中
に
ス
ペ
イ
ン
軍
か
ら
捕
獲
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
大
砲
二
門
の
側
に
置
か
れ
て
い
る
。
(
二
五
六
頁
)
一
九
一
二
年
に
メ
イ
ン
号
の
マ
ス
ト
が
、
記
念
碑
と
し
て
ハ
こ
れ
と
は
別
に
、
パ
ナ
か
ら
移
さ
れ
た
。
メ
イ
ン
号
の
乗
組
員
の
遺
体
は
複
雑
な
経
過
を
辿
っ
て
合
州
国
に
戻
っ
て
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
は
四
ヶ
月
も
続
か
な
か
っ
た
が
、
メ
イ
ン
号
の
き
た
。
乗
組
員
が
掘
り
出
さ
れ
て
、
合
州
国
に
戻
っ
た
の
は
ま
ず
一
八
九
九
年
二
一
月
二
八
目
だ
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
キ
ン
レ
ィ
大
統
領
と
ジ
ョ
ー
ジ
デ
ウ
ィ
大
将
は
ア
l
リ
ン
ト
ン
の
二
四
区
で
彼
ら
の
埋
葬
を
主
宰
し
た
。
そ
の
後
、
沈
没
か
ら
一
二
年
以
上
の
問
、
か
つ
て
の
強
大
な
軍
艦
の
マ
ス
ト
l土
ハ
パ
ナ
港
の
水
の
上
に
浮
か
ん
で
見
え
て
い
た
。
一
八
九
八
年
に
艦
と
一
緒
に
沈
ん
だ
メ
イ
ン
号
の
乗
組
員
の
六
六
遺
体
は
、
な
お
艦
内
に
あ
っ
た
。
一
九
一
O
年
五
月
九
日
、
議
会
は
港
の
底
か
ら
、
「
ア
l
リ
ン
ト
ン
遂
に
国
立
墓
地
で
の
遺
体
の
ふ
さ
わ
し
い
埋
葬
の
た
め
に
」
、
メ
イ
ン
号
を
引
き
揚
げ
る
こ
と
を
正
式
に
許
可
し
た
。
加
え
て
、
議
会
は
陸
軍
長
官
に
、
メ
イ
ア
l
リ
ン
ト
ン
に
埋
葬
さ
れ
た
乗
組
員
の
遺
体
の
近
く
に
記
念
碑
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
位
置
に
建
て
る
権
限
を
与
え
た
。
軍
艦
を
引
き
揚
げ
る
の
に
約
二
年
か
か
り
、
一
九
一
二
年
三
月
に
六
六
人
の
遺
ン
号
の
マ
ス
ト
を
動
か
し
、
体
は
回
収
さ
れ
、
合
州
国
に
戻
さ
れ
た
。
遺
体
の
う
ち
一
体
だ
け
は
身
元
が
確
認
で
き
、
そ
の
水
兵
は
埋
葬
の
た
め
故
郷
に
戻
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
O 
九
一
二
年
三
月
二
三
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ワ
l
ド
・
タ
フ
ト
大
統
領
は
、
六
五
人
の
男
た
ち
を
ハ
パ
ナ
の
コ
ロ
ン
打
。
]
。
ロ
墓
地
か
ら
も
っ
と
早
く
に
掘
り
出
さ
れ
た
二
四
区
の
仲
間
た
ち
の
隣
に
埋
葬
す
る
奉
仕
活
動
を
主
宰
し
た
。
メ
イ
ン
号
の
爆
発
の
犠
牲
者
全
員
が
ア
l
リ
ン
ト
ン
に
二
二
九
人
ま
で
埋
葬
さ
れ
、
そ
の
う
ち
六
一
一
人
は
身
元
判
明
し
一
六
七
人
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。ハ
パ
ナ
港
の
海
底
で
の
一
四
年
の
後
、
メ
イ
ン
号
に
残
さ
れ
た
全
て
は
、
捻
れ
錆
び
た
砲
弾
だ
っ
た
。
そ
の
砲
弾
は
、
海
に
引
っ
張
っ
て
行
か
れ
、
九
二
一
年
三
月
一
六
日
に
、
六
O
O尋
(
三
六
O
O
フ
ィ
ー
ト
、
一
O
八
O
山
口
)
の
深
さ
の
水
中
に
、
い
っ
ぱ
い
の
名
誉
と
と
も
に
慌
た
だ
し
く
沈
ん
で
い
っ
た
。
海
軍
調
査
法
廷
は
、
メ
イ
ン
号
の
沈
没
を
調
査
す
る
た
め
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
T
・
サ
ン
プ
ソ
ン
が
努
め
る
よ
う
、
陪
審
名
簿
に
載
せ
た
。
爆
発
は
潜
水
艦
の
機
雷
で
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
法
廷
の
報
告
書
は
、
広
範
囲
に
わ
た
る
公
的
な
疑
い
を
消
し
去
り
は
し
な
か
っ
た
。
メ
イ
ン
号
沈
没
の
一
七
周
年
で
あ
る
一
九
一
五
年
二
月
一
五
日
、
米
国
艦
船
任
命
ロ
ω
メ
イ
ン
号
記
念
碑
は
、
二
二
九
人
の
乗
組
員
が
埋
葬
さ
れ
た
区
域
の
ち
ょ
う
ど
南
に
献
呈
さ
れ
た
。
記
念
碑
の
基
礎
は
、
軍
艦
の
小
塔
を
象
徴
し
て
い
て
、
そ
の
中
心
は
メ
イ
ン
号
の
も
と
の
マ
ス
ト
を
掲
げ
て
い
て
、
今
で
も
墓
地
の
上
に
高
く
そ
び
え
て
い
る
。
小
塔
の
両
側
の
周
り
に
は
、
惨
事
で
命
を
落
と
し
た
人
々
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
北
側
で
は
、
軍
艦
の
出
入
り
口
が
小
塔
へ
と
導
き
、
艦
の
鐘
の
半
分
が
内
側
の
ド
ア
に
熔
接
さ
れ
て
い
る
。
小
塔
の
内
側
は
直
径
三
O
フ
ィ
ー
ト
(九
M
川
)
の
地
下
納
骨
所
で
あ
る
。
(
二
九
六
1
八
頁
)
こ
の
記
念
碑
は
、
な
ぜ
か
他
の
用
途
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
外
国
人
の
墓
地
と
し
て
の
使
用
で
あ
る
が
、
国
家
に
と
っ
て
の
要
人
と
い
う
位
置
づ
け
が
そ
の
判
断
に
は
あ
る
。
後
の
話
で
あ
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
メ
イ
ン
号
記
念
碑
の
中
の
地
下
納
骨
所
は
、
合
州
国
と
同
盟
し
た
諸
国
指
導
者
の
遺
体
を
一
時
的
に
埋
葬
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
。
ブ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
大
統
領
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ク
エ
ゾ
日
本
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
占
領
中
亡
命
し
て
い
て
、
合
州
一
九
四
四
年
に
、
ン
・
Y
・
モ
リ
l
ナ
は
、
国
で
亡
く
な
っ
た
の
で
、
こ
の
地
下
埋
葬
所
に
葬
ら
れ
た
。
勿
論
、
戦
争
の
後
に
は
遺
体
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
戻
り
、
丁
寧
に
埋
葬
さ
れ
た
。
一
九
四
一
年
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
亡
命
大
統
領
イ
グ
ナ
ス
・
パ
デ
ル
ワ
ス
キ
ー
カヨ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
亡
く
な
り
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、
彼
の
遺
体
を
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
自
由
に
な
る
ま
で
」
一
時
的
に
埋
葬
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
パ
デ
ル
ワ
ス
キ
l
の
遺
体
は
、
一
九
八
六
年
現
在
な
お
記
念
碑
の
中
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
(
2
)
南
部
と
北
部
の
「
国
民
的
和
解
」
南
部
と
北
部
の
一
体
化
を
醸
し
出
し
た
米
西
戦
争
の
記
念
碑
建
立
運
動
が
そ
の
よ
う
に
進
む
一
方
、
議
会
は
「
国
民
的
和
解
」
を
南
部
戦
死
者
の
扱
い
に
も
広
げ
る
よ
う
求
め
た
。
(
引
用
者
注
一
米
西
戦
争
と
)
同
じ
国
民
的
和
解
(
印
℃
目
立
件
円
ROR---Etcロ
)
の
精
神
か
ら
、
一
九
O
O年
六
月
連
邦
議
会
は
、
ア
l
リ
ン
ト
ン
国
立
墓
地
の
あ
る
区
画
を
、
南
部
連
合
の
戦
死
者
の
埋
葬
の
た
め
。
ド+、
ロ
ω昨日。ロ何回-
に
確
保
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
一
九
O
一
年
の
終
わ
り
ま
で
の
一
年
半
の
う
文
学
部
論
集
第
九
十
号
(
一
一
O
O六
年
三
月
)
ち
に
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
や
パ
l
ジ
ニ
ア
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
「
兵
士
の
家
」
の
国
立
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
南
部
連
合
軍
兵
士
全
て
が
、
ア
l
リ
ン
ト
ン
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
兵
士
た
ち
と
合
わ
さ
れ
、
南
部
連
合
地
区
に
再
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
四
八
二
人
の
中
に
は
、
士
官
四
六
人
、
下
土
官
三
五
一
人
、
妻
五
八
人
、
南
部
の
市
民
一
五
人
と
無
名
戦
士
二
一
人
が
含
ま
れ
て
い
る
。
(
二
五
一
頁
南
部
そ
の
も
の
を
顕
彰
す
る
要
求
も
、
南
部
か
ら
運
動
と
し
て
現
れ
た
。
つ
い
で
、
南
部
の
市
民
を
讃
え
る
た
め
に
、
団
体
「
南
部
連
合
の
娘
岳
巾
巴
ロ
一
古
門
凶
己
主
m
F
Z
E
。ご
F
o
n。E
a
o
E
q」
(
引
用
者
注
目
一
一
八
九
O
年
に
ミ
ズ
1
リ
州
で
結
成
さ
れ
、
一
八
九
四
年
に
全
固
化
し
た
女
性
団
体
)
が
南
部
連
合
の
死
者
の
た
め
に
大
き
な
記
念
碑
を
建
て
る
よ
う
、
政
府
に
請
願
し
た
。
一
九
O
六
年
三
月
四
日
陸
軍
長
官
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ワ
l
ド
・
タ
ブ
ト
が
こ
の
要
求
を
聞
き
届
け
た
。
一
九
一
二
年
一
一
月
一
一
一
日
に
、
二
人
の
人
物
を
主
賓
と
し
て
墓
石
を
墓
地
に
置
く
儀
式
を
行
っ
た
。
一
人
は
ブ
ル
-
ラ
ン
の
第
二
次
戦
闘
で
両
足
を
失
っ
た
も
と
陸
軍
伍
長
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
・
プ
ラ
イ
ヤ
ン
で
、
も
う
一
人
は
北
軍
の
復
員
軍
人
団
体
で
あ
る
「
共
和
閏
大
陸
軍
叶
宮
の
E
E
〉
g
q
c同
任
命
F
吉岡
E-n」
(
引
用
者
注
目
一
現
在
で
は
米
国
最
大
の
復
員
軍
人
団
体
)
の
最
高
司
令
官
だ
っ
た
ジ
ェ
ム
ス
・
A
・
タ
ン
ナ
ー
で
あ
る
。
ブ
ル
・
ラ
ン
は
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
三
0
マ
イ
ル
(
約
三
八
キ
ロ
メ
l
ト
一
八
六
一
年
七
月
に
行
わ
れ
た
最
初
の
主
要
な
会
戦
で
、
訓
練
不
足
の
北
軍
は
統
制
も
乱
れ
て
敗
北
し
た
。
戦
争
は
短
期
で
終
わ
る
と
甘
く
考
(
山
岸
義
夫
『
南
北
戦
ル
)
南
方
の
地
で
、
え
て
い
た
人
々
の
考
え
を
吹
き
飛
ば
し
た
戦
い
で
あ
っ
た
ア
l
リ
ン
ト
ン
「
国
立
墓
地
」
の
位
置
(
原
田
敬
二
一
九
O
頁
)
。
プ
ラ
イ
ヤ
ン
伍
長
が
重
傷
を
負
っ
た
第
二
次
プ
ル
・
ラ
ン
の
戦
い
は
一
年
後
の
八
月
二
八
、
二
九
日
に
行
わ
れ
た
が
、
北
軍
は
リ
l
将
軍
を
相
(
山
岸
一
九
五
頁
)
。
争
や
は
り
惨
め
な
敗
戦
を
喫
し
た
E
・
リ
l
南
軍
司
令
官
の
指
揮
の
優
秀
性
が
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
戦
い
手
に
し
て
、
ロ
パ
l
ト
と
な
っ
た
。起
工
式
と
同
じ
日
の
夕
方
、
大
統
領
に
な
っ
て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ワ
ー
ド
・
タ
フ
ト
は
、
米
国
愛
国
婦
人
会
の
ア
メ
リ
カ
革
命
(
注
・
・
独
立
戦
争
を
意
味
す
る
)
一
O
O周
年
記
念
殿
堂
で
聞
か
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、
団
体
「
南
部
連
合
の
娘
」
の
人
々
に
特
に
語
り
か
け
た
。
(
一
一
五
一
1
二
頁
)
南
北
「
和
解
」
を
印
象
づ
け
る
行
動
を
、
大
統
領
が
積
極
的
に
続
け
て
い
た
。
ア
l
リ
ン
ト
ン
国
立
墓
地
に
は
、
事
件
が
起
き
て
か
ら
だ
い
ぶ
時
間
が
経
過
し
て
も
、
な
ん
ら
か
の
働
き
掛
け
に
よ
っ
て
、
追
悼
碑
や
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
米
西
戦
争
の
時
、
キ
ュ
ー
バ
の
ハ
パ
ナ
港
で
沈
ん
だ
軍
艦
メ
イ
ン
号
の
乗
組
員
二
六
O
人
の
追
悼
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
沈
没
の
一
四
年
後
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
追
悼
や
祈
念
が
石
碑
な
ど
の
形
を
取
り
、
ア
l
リ
ン
ト
ン
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
的
追
悼
の
場
と
し
て
重
要
性
が
認
め
ら
れ
て
き
た
、
と
い
う
の
が
、
こ
こ
ア
l
リ
ン
ト
ン
墓
地
の
歴
史
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
は
南
北
戦
争
が
終
わ
っ
て
五
O
年
た
っ
て
い
る
が
、
よ
う
や
く
南
部
連
合
と
北
部
連
邦
の
和
解
を
示
す
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
の
ジ
ェ
ム
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ピ
l
タ
l
ズ
は
、
続
け
て
、
そ
の
献
納
で
、
ア
l
リ
ン
ト
ン
墓
地
は
遂
に
真
の
国
立
墓
地
と
し
て
造
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
(
三
八
頁
)
と
意
義
づ
け
て
い
る
。
形
式
的
に
は
、
一
八
六
四
年
に
議
会
が
ア
l
リ
ン
ト
ン
を
国
立
墓
地
と
し
て
承
認
し
て
い
る
が
、
「
真
の
国
立
墓
地
」
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
一
九
一
四
年
だ
と
い
う
の
が
ジ
エ
イ
ム
ス
の
意
見
で
あ
る
。
五
O
年
前
の
北
部
対
南
部
と
い
う
対
立
軸
を
残
し
た
ま
ま
出
発
し
た
ア
l
リ
ン
ト
ン
墓
地
の
歴
史
の
中
に
、
南
北
「
和
解
」
の
象
徴
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
の
「
南
部
連
合
記
念
碑
」
建
立
の
背
景
に
は
、
戦
五
O
周
年
か
ら
戦
争
終
結
五
O
年
の
一
九
一
五
年
ま
で
南
北
戦
争
記
念
式
典
が
一
九
二
年
の
開
全
国
で
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
南
部
で
も
北
部
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
争
の
意
味
づ
け
を
確
認
し
て
い
く
と
い
う
行
事
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
「
南
北
戦
争
は
、
奴
隷
制
南
部
に
対
す
る
闘
い
で
は
な
く
(
黒
人
解
放
に
は
事
実
と
し
て
言
そ
の
本
質
は
、
連
邦
を
護
持
し
そ
れ
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
の
試
練
で
あ
っ
た
」
と
い
う
強
調
が
行
わ
れ
た
結
果
、
「
南
北
「
和
及
す
る
も
の
の
)
、
解
」
の
ム
l
ド
」
が
広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
、
一
九
一
一
一
年
南
部
出
身
の
大
統
領
と
し
て
、
ウ
ッ
ド
ロ
l
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
当
選
す
る
。
「
南
部
連
合
記
念
碑
」
は
、
現
在
も
墓
地
の
最
も
西
の
中
央
部
、
「
ジ
ャ
ク
ソ
ン
広
場
」
の
中
心
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
解
説
書
は
、
墓
地
全
体
の
重
要
な
記
念
碑
や
墓
標
を
解
説
し
て
い
る
が
、
二
五
O
頁
か
ら
二
五
四
頁
に
か
け
て
、
「
南
部
連
合
記
念
碑
」
が
や
は
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
写
真
の
解
説
は
、
南
部
を
象
徴
す
る
女
性
の
荘
厳
な
彫
像
が
、
南
部
の
亡
く
な
っ
た
兵
士
た
ち
に
向
か
っ
て
、
月
桂
冠
の
花
輪
を
差
し
伸
べ
て
い
る
。
南
部
連
合
兵
士
の
墓
を
特
色
づ
け
る
先
の
と
が
っ
た
墓
石
が
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
広
場
に
あ
る
南
部
連
合
記
念
碑
を
取
り
巻
い
て
い
る
。
(
二
五
一
頁
)
と
あ
り
、
確
か
に
頂
上
に
女
性
像
が
立
ち
、
下
段
に
は
戦
場
を
表
す
さ
ま
ざ
ま
な
彫
像
が
レ
リ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。
{
写
真
3
】
【写真 3】「南部連合記念碑」
(
3
)
戦
争
の
名
称
一
九
一
四
年
六
月
に
除
幕
式
を
行
い
、
現
在
で
も
ア
1
リ
ン
ト
ン
国
立
墓
地
の
一
角
、
南
部
連
合
兵
士
の
墓
地
の
中
に
立
ち
続
け
る
「
南
部
連
合
記
念
碑
」
は
、
英
語
表
現
の
場
合
「
市
民
戦
争
仲
Foci-
巧
R
」
の
名
で
南
北
戦
争
を
示
す
よ
う
に
、
国
民
同
士
の
内
戦
で
あ
っ
た
。
南
北
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
合
州
国
で
は
一
般
に
叶
z
c
i
-
-宅向
と
呼
ば
れ
る
が
、
南
部
諸
州
で
は
長
く
叶
志
君
向
田
0
・
Z
4
2
2
p
o
ω
E
Z
ω
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
内
戦
を
意
味
す
る
「
市
民
戦
争
」
で
は
な
く
、
新
し
い
国
家
の
設
立
を
め
ぐ
る
「
諸
州
開
戦
争
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
U
K
(英
国
)
の
専
制
に
対
す
る
抵
抗
と
し
た
ア
メ
リ
カ
一
三
植
民
地
を
、
南
部
の
立
場
と
し
た
考
え
方
が
反
映
し
て
い
る
。
リ
ン
カ
ー
ン
は
第
二
期
大
統
領
就
任
演
説
で
「
切
迫
し
た
内
乱
soci-
-宅問
の
勃
発
」
と
使
っ
て
い
る
。
合
州
国
政
府
は
、
南
北
戦
争
後
記
録
の
収
集
を
行
っ
た
が
、
そ
の
刊
行
物
は
、
文
学
部
論
集
第
九
十
号
(
二
O
O六
年
三
月
)
a
a
、H，y
o
宅
向
。
問
問
O
z
-
-
Z
R
.
(反
乱
戦
争
)
一
)
で
あ
り
、
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
が
使
っ
た
=
↓
z
争
)
と
同
じ
よ
う
に
、
「
内
戦
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
結
局
、
こ
の
戦
争
で
北
部
が
勝
利
し
、
南
部
が
破
れ
た
か
ら
、
北
部
の
主
張
が
通
っ
た
と
い
う
べ
き
で
、
南
部
人
は
現
在
で
も
決
し
て
。
シ
ピ
ル
・
ウ
ォ
1
0
と
は
い
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
は
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
戦
争
を
ど
う
呼
ぶ
の
か
は
、
戦
争
に
対
す
る
立
場
を
自
動
的
に
示
す
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
本
稿
で
は
一
般
的
な
名
称
と
し
て
「
南
北
戦
争
」
を
使
用
し
て
い
る
。
旧
南
部
連
合
地
域
の
運
動
の
結
果
で
は
あ
る
が
、
再
統
一
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
州
国
の
連
邦
議
会
と
大
統
領
の
決
議
で
、
「
南
北
和
解
」
を
五
O
年
後
に
実
現
し
た
、
と
い
う
明
ら
か
な
歴
史
が
あ
る
。
一
二
八
巻
(
一
八
八
0
1
一
九
O
(
い
{
〈
己
者
向
ョ
(
市
民
戦
(
4
)
戊
辰
戦
争
の
戦
死
者
想
起
さ
れ
る
の
は
、
戊
辰
戦
争
で
の
会
津
戦
で
あ
る
。
戊
辰
戦
争
期
の
戦
死
者
埋
葬
と
追
悼
に
つ
い
て
、
最
も
詳
し
い
究
明
を
続
け
て
お
ら
れ
る
今
井
昭
彦
氏
の
研
究
か
ら
、
会
津
戦
の
戦
後
を
考
え
て
み
よ
う
。
一
八
六
八
年
九
月
二
二
日
会
津
藩
の
降
伏
の
形
で
終
わ
っ
た
会
津
戦
で
の
戦
死
者
は
、
西
軍
(
新
政
府
軍
)
三
O
O名
弱
、
東
軍
(
旧
幕
府
軍
)
三
0
0
0名
と
言
わ
れ
る
。
一
O
月
か
ら
勝
者
の
西
軍
基
地
建
設
が
始
ま
り
、
立
派
に
埋
葬
と
追
悼
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
西
軍
当
局
は
、
「
朝
敵
・
賊
軍
」
の
汚
名
の
も
と
に
、
東
軍
の
埋
葬
自
身
を
堅
く
禁
じ
た
の
で
あ
る
(
今
井
一
八
四
頁
)
。
白
虎
隊
の
埋
葬
は
、
あ
る
村
の
肝
煎
(
上
方
の
圧
屋
)
の
妻
の
手
に
よ
っ
て
一
日
一
埋
葬
ア
1
リ
ン
ト
ン
「
国
立
墓
地
」
の
位
置
(
原
因
敬
二
さ
れ
る
が
、
西
軍
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
一
二
月
頃
に
は
再
び
掘
り
起
こ
さ
れ
、
野
に
投
棄
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
外
の
三
O
O
O名
は
も
っ
と
悲
惨
で
あ
っ
た
。
会
津
藩
士
町
野
主
水
が
後
に
記
し
た
「
明
治
戊
辰
殉
難
者
之
霊
奉
杷
ノ
由
来
」
と
い
う
文
書
を
、
現
代
語
化
し
た
も
の
は
、
西
軍
は
、
東
軍
の
戦
死
者
全
員
に
対
し
て
絶
対
に
手
を
触
れ
て
は
い
け
な
い
、
と
命
令
し
た
。
も
し
、
あ
え
て
手
を
触
れ
る
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時
は
厳
罰
に
処
す
る
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
だ
れ
も
、
東
軍
戦
死
者
を
埋
葬
し
ょ
う
と
す
る
者
は
な
く
、
死
体
は
み
な
、
狐
や
狸
な
ど
の
獣
や
、
鳶
や
烏
な
ど
の
野
鳥
に
喰
わ
れ
、
ま
た
、
ど
ん
ど
ん
腐
敗
し
て
、
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
、
見
る
も
無
惨
な
状
態
に
な
っ
て
い
っ
た
。
(
一
八
四
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
結
局
翌
一
八
六
九
年
春
に
、
町
野
ら
の
努
力
で
埋
葬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
黙
認
で
あ
り
、
夜
間
に
こ
っ
そ
り
と
埋
葬
作
業
を
続
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
町
野
は
一
九
二
三
年
六
月
に
亡
く
な
り
、
葬
儀
が
行
わ
れ
た
が
、
遺
言
で
寸
あ
の
時
と
同
じ
よ
う
に
荒
症
包
み
の
葬
儀
を
せ
よ
」
と
し
た
た
め
、
遺
族
は
「
遺
体
を
荒
症
で
包
ん
で
、
引
摺
っ
て
」
菩
提
寺
へ
運
ん
だ
。
五
四
年
後
に
な
っ
て
も
町
野
主
水
の
「
悲
憤
」
は
消
え
て
い
な
か
っ
た
し
、
遺
族
も
そ
の
こ
と
は
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
六
年
一
一
月
二
四
日
は
、
山
口
県
萩
市
長
が
同
年
一
一
月
一
一
一
二
日
に
福
島
県
会
津
若
松
市
長
を
訪
れ
、
懇
談
し
た
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
た
。
両
市
の
ト
ッ
プ
が
顔
合
わ
せ
を
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
会
津
の
市
民
団
体
の
招
き
に
よ
る
が
、
萩
市(却)
長
は
「
私
人
」
「
非
公
式
」
を
強
調
し
た
と
い
う
。
記
事
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。
一
致
し
た
の
は
、
「
今
す
ぐ
の
和
解
は
困
難
」
と
い
う
一
点
だ
け
。
「
基
本
的
に
わ
だ
か
ま
り
は
な
い
」
と
い
う
萩
市
長
に
対
し
、
「
一
つ
の
戦
争
は
深
い
四
傷
を
残
す
。
会
津
と
長
州
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
と
ア
ジ
ア
も
同
じ
だ
」
と
会
津
若
松
市
長
。
最
後
ま
で
握
手
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
寸
和
解
」
と
い
う
行
為
を
実
現
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
一
つ
の
事
件
で
あ
っ
た
。
白
虎
隊
な
ど
旧
幕
府
軍
の
戦
死
者
は
、
戦
前
の
国
家
が
維
持
し
て
き
た
靖
国
神
社
に
は
、
明
確
な
祭
神
と
し
て
今
に
至
る
も
杷
ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
で
、
靖
国
神
社
は
日
本
の
「
和
解
の
文
化
」
の
象
徴
だ
(
靖
国
神
社
の
H
P
に
お
け
る
小
堀
桂
一
郎
氏
の
発
言
)
、
と
強
弁
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
す
び
に
か
え
て
ア
l
リ
ン
ト
ン
国
立
墓
地
の
現
状
や
記
念
碑
一
覧
な
ど
を
用
意
し
て
い
た
が
、
紙
数
の
関
係
か
ら
不
可
能
に
な
っ
た
。
次
稿
で
紹
介
し
た
い
。
〔注〕
(
1
)
赤
津
史
朗
『
靖
国
神
社
』
二
四
八
1
二
四
九
頁
(
岩
波
書
庖
、
二
O
O
五
年
七
月)。
(
2
)
拙
稿
「
第
一
次
世
界
大
戦
と
大
英
帝
国
の
戦
争
墓
地
|
王
家
・
国
家
・
国
民
|
」
、
一五
1
二
九
頁
(
悌
教
大
学
『
文
学
部
論
集
』
第
八
八
号
、
二
O
O
四
年
三
月
)
。
(
3
)
ビ
ア
1
ド
著
、
松
本
重
治
・
岸
村
金
次
郎
・
本
間
長
世
訳
『
新
版
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
』
二
六
九
頁
(
岩
波
書
底
、
一
九
六
四
年
)
。
(
4
)
長
田
豊
臣
「
南
北
戦
争
と
再
統
一
」
一
O
二
頁
(
有
賀
貞
・
大
下
尚
一
編
『
概
説
ア
メ
リ
カ
史
』
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
)
(
5
)
オ
1
ガ
ス
ト
・
c
・
ラ
ド
キ
〉
口
明
お
同
ゎ
・
初
出
門
-r巾
著
、
川
口
博
久
・
杉
浦
忠
基
・
鈴
木
健
・
千
葉
則
夫
・
千
波
玲
子
訳
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
入
門
』
一
O
七
頁
(
南
雲
堂
、
一
九
九
二
年
)
。
七
五
頁
(
岩
波
書
庖
、
(
6
)
ア
メ
リ
カ
学
会
訳
編
『
原
典
ア
メ
リ
カ
史
』
第
四
巻
、
九
五
五
年
)
。
(
7
)
山
岸
義
夫
『
南
北
戦
争
』
二
O
八
頁
(
近
藤
出
版
社
、
(
8
)
長
田
豊
臣
前
掲
論
文
八
三
頁
。
(
9
)
同
右
一
O
二芸貝。
(
叩
)
ロ
パ
l
ト
・
ぺ
ン
・
ワ
l
レ
ン
列
。
σ
R門
司
自
口
当
R
S三
者
、
田
中
啓
史
・
堀
真
理
子
訳
『
南
北
戦
争
の
遺
産
』
六
一
頁
(
本
の
友
社
、
一
九
九
七
年
)
。
(
日
)
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
ナ
ツ
シ
ユ
問
。
仏
巾
コ
n
w
Z担
任
著
、
足
立
康
訳
『
人
物
ア
メ
リ
カ
史
』
上
、
二
六
三
頁
(
新
潮
社
、
一
九
八
九
年
)
(
ロ
)
同
右
二
六
一
頁
。
(
日
)
山
本
幹
雄
『
リ
ン
カ
ー
ン
|
風
化
の
像
|
』
二
八
二
頁
(
世
界
思
想
社
、
一
九
八
四
年
)
。
(
H
)
藤
井
基
精
『
ア
メ
リ
カ
歴
史
探
検
三
六
五
日
』
一
四
一
1
二
頁
(
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
九
三
年
)
。
(
日
)
古
川
勝
久
寸
靖
国
と
ア
l
リ
ン
ト
ン
、
こ
こ
が
違
う
」
一
O
二
頁
(
『
諸
君
』
二
0
0
0年
九
月
号
、
文
芸
春
秋
社
)
。
(
日
)
山
岸
義
夫
前
掲
書
二
二
九
頁
。
(
口
)
井
手
義
光
寸
総
論
」
二
三
頁
(
井
手
義
光
・
本
間
長
世
・
大
橋
健
三
郎
編
『
ア
メ
リ
カ
の
南
部
』
研
究
社
、
一
九
七
三
年
)
。
(
日
)
ビ
ア
1
ド
前
掲
書
三
四
O
頁。
(
凹
)
高
木
八
尺
「
近
代
ア
メ
リ
カ
史
」
一
四
九
頁
(
『
高
木
八
尺
著
作
集
』
第
二
巻
、
東
大
出
版
会
、
一
九
七
一
年
)
。
(
加
)
前
掲
V
B巾
印
刷
仏
当
国
丘
司
巾
g
g
書
二
五
二
貝
。
(
幻
)
野
村
達
朗
『
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
摩
天
楼
』
一
六
七
1
八
頁
(
講
談
社
、
一
九
八
九
年)。
(
幻
)
大
森
一
輝
「
『
国
民
の
創
生
』
と
い
う
物
語
二
O
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
固
に
お
け
る
南
北
戦
争
の
記
憶
と
『
和
解
』
|
」
一
一
一
七
頁
(
都
留
文
科
大
学
比
較
文
化
学
科
編
『
記
憶
の
比
較
文
化
論
戦
争
・
紛
争
と
国
民
・
ジ
ェ
ン
ダ
l
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
』
相
書
房
、
二
O
O一
二
年
二
月
)
。
(
お
)
井
出
義
光
前
掲
「
総
論
」
二
八
頁
。
一
九
七
二
年
)
。
文
学
部
論
集
第
九
十
号
(
二
O
O六
年
三
月
)
(M)
∞
巳
-
¥
町
三
戸
当
日
-
弓
著
、
二
一
浦
進
訳
『
南
北
戦
争
の
歴
史
』
一
九
七
六
年
)
。
(
お
)
ア
メ
リ
カ
学
会
編
訳
前
掲
書
、
九
一
頁
。
(却)・
4
司
口
弓
前
掲
書
、
二
ニ
O
頁。
(
訂
)
中
屋
健
一
『
明
解
ア
メ
リ
カ
史
』
一
一
一
一
頁
(
三
省
堂
、
一
九
八
七
年
)
。
(
却
)
今
井
昭
彦
氏
の
会
津
戦
戦
死
者
に
関
す
る
論
文
は
、
次
の
四
本
で
あ
る
。
本
文
で
依
拠
し
、
引
用
し
た
の
は
d
論
文
。
a
「
越
後
小
出
戊
辰
戦
役
に
お
け
る
戦
死
者
祭
肥
」
『
常
民
文
化
』
第
二
O
号
(
成
城
大
学
常
民
文
化
研
究
会
、
一
九
七
七
年
)
o
b
「
会
津
少
年
白
虎
隊
士
の
殉
難
と
そ
の
埋
葬
」
(
『
常
民
文
化
』
第
二
四
号
、
二
O
O
一年)。
C
「
幕
末
に
お
け
る
会
津
藩
士
の
殉
難
と
そ
の
埋
葬
|
会
津
戦
争
を
事
例
と
し
て
」
、
『
人
類
に
と
っ
て
戦
い
と
は
』
5
、
所
収
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
文
化
装
置
(
東
洋
書
林
、
二
O
O
二
年
)
o
d
「
国
家
が
杷
ら
な
か
っ
た
戦
死
者
|
白
虎
隊
土
の
事
例
か
ら
l
」
国
際
宗
教
研
究
所
編
『
新
し
い
追
悼
施
設
は
必
要
か
』
所
収
(
ペ
リ
カ
ン
社
、
二
O
O
四
年
)
。
(
却
)
今
井
d
論
文
。
(
却
)
同
一
九
二
頁
。
(
社
二
九
六
五
年
七
月
二
二
日
、
靖
国
神
社
境
内
に
「
鎮
霊
社
」
と
い
う
小
嗣
が
創
建
さ
れ
た
。
こ
れ
に
杷
ら
れ
て
い
る
の
は
二
座
で
、
ペ
リ
l
来
航
の
一
八
五
三
年
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
の
「
幾
多
の
戦
争
・
事
変
に
起
因
」
し
な
が
ら
「
靖
国
神
社
に
紀
ら
れ
ざ
る
諸
命
の
御
霊
」
と
、
「
幾
多
の
戦
争
・
事
変
に
関
係
せ
る
死
没
に
し
諸
外
国
人
の
御
霊
」
で
あ
る
。
こ
れ
で
例
え
ば
、
「
逆
賊
」
で
あ
っ
た
西
郷
隆
盛
ら
も
肥
ら
れ
て
い
る
と
釈
明
し
た
い
の
だ
ろ
う
が
、
靖
国
神
社
は
創
建
以
来
、
祭
神
を
個
別
に
明
確
化
し
な
が
ら
記
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
は
神
道
の
論
理
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
無
視
し
て
、
祭
神
名
も
不
明
な
紀
り
方
は
、
靖
国
神
社
の
伝
統
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
靖
国
神
社
の
H
P
を
見
る
と
、
境
内
図
の
説
明
中
に
「
5
鎮
霊
社
」
が
あ
り
、
上
記
の
「
御
霊
」
一
一
座
の
説
明
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
本
殿
の
祭
神
と
ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
か
、
ま
っ
た
く
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
靖
国
神
社
国
家
護
持
支
持
派
の
秦
郁
彦
氏
は
、
こ
一
二
七
頁
(
南
雲
堂
、
五
ア
l
リ
ン
ト
ン
「
国
立
墓
地
」
の
位
置
(
原
田
敬
一
)
ムノ、
の
鎮
霊
社
の
意
味
は
「
A
級
戦
犯
の
「
怨
霊
」
の
落
ち
つ
き
先
」
(
『
現
代
史
の
対
決
』
二
七
O
頁
、
文
芸
春
秋
社
、
二
O
O三
年
二
月
)
と
指
摘
し
て
い
る
。
〔
付
記
〕小論
は
、
一
一
O
O二
年
七
月
二
八
日
(
日
)
か
ら
八
月
一
O
日
に
か
け
て
行
っ
た
「
第
一
回
ア
メ
リ
カ
合
州
国
調
査
」
の
報
告
で
あ
る
。
写
真
も
筆
者
が
撮
影
し
た
。
同
行
し
た
の
は
、
白
石
真
生
(
研
究
協
力
者
)
・
白
石
玲
子
(
補
助
者
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
補
助
金
(
基
盤
研
究
(
C
)
(
2
)
、
課
題
番
号
1
3
6
1
0
4
0
2
、
「
帝
国
に
お
け
る
戦
没
者
追
悼
の
比
較
史
的
研
究
l
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
軍
用
墓
地
を
中
心
に
」
、
二
O
O
一
i
ニ
O
O三
年
度
交
付
)
に
よ
る
調
査
報
告
の
一
つ
で
あ
る
。
「
第
一
回
」
と
銘
打
っ
た
の
は
、
調
査
の
【
主
目
的
】
と
し
て
、
①
合
州
国
の
軍
用
墓
地
の
実
態
調
査
、
②
合
州
国
の
軍
隊
の
実
態
調
査
(
ア
ナ
ポ
リ
ス
の
海
軍
兵
学
校
な
ど
て
③
そ
れ
ら
に
関
す
る
公
文
書
(
Z白
色
。
白
色
〉
R
E
4
8
)
・
図
書
(
議
会
図
書
館
)
の
調
査
、
な
ど
を
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
二
週
間
で
の
調
査
に
お
さ
ま
る
よ
う
な
分
量
で
は
な
く
、
次
回
を
期
待
し
て
の
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
調
査
を
継
続
で
き
て
い
な
い
。
今
後
も
努
力
を
続
け
た
い
。
ま
た
注
(
お
)
で
引
用
し
た
今
井
昭
彦
氏
は
、
こ
れ
ら
の
諸
論
文
を
含
め
た
学
位
請
求
論
文
を
『
近
代
日
本
と
戦
死
者
祭
寵
』
(
東
洋
書
林
、
二
O
O五
年
一
二
月
)
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
(
は
ら
だ
け
い
い
ち
人
文
学
科
)
二
O
O五
年
十
月
十
九
日
受
理
